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論 文 内 容 の 要 旨

主論文は, 西南 日本外帯の四万十帯を構成する堆積岩のなかに記録されている堆積時の水流の方位を復

元することにより, 四万十地向斜の古流系の解析を試みた結果である｡ 調査地域は紀伊半島の四万十帯の

うちで主に牟妻帯であるが, 一部は日高帯にもおよんでいる｡

四万十帯を構成するフリッシ型互層の砂岩の単層の下面には, 多種多様な堆積構造が型として保存され

ていることが多い｡ これらの堆積構造 (底痕) のうちから特に有方向構造の flute coasts current cre-

scent casts, frondescent casts, bounce casts, bruPh casts, groove casLs を記載 した.

それぞれの堆積構造の指す流れの方向を, 牟妻帯の 4 つの地域において系統的に測定 し, 測定結果は,

地層面の走向を軸とした水平転移を行ない, その結果を C urrent rose diagram に示 した｡

成因にかんしては, 同一岩柏を示す地層単位における有方向構造の方位が高度に集中することと, 同一

岩相を示す地層単位中に形態を異にするほとんどの種類の堆積構造が存在する事実に着目し, それらの同

一岩相の地層をつ くりだした水流の一様性を指摘するとともに堆積構造の形態上の差異は, 流れの部分的

な性質の差にあると考察 した｡ また同一底面上にみられる有機物や, 2 - 3 回にわたる流水が同一底面上

を通過 した証拠から底痕の生成は, 被覆砂の堆積と同時である以外にその堆積以前にすでになされていた

場合もあることを指摘 した｡ さらに流れの直接侵蝕によって出来た flute cast の互いに重なり合う規則

性から, 同一底面上で flute cast の生成条件が下流方向に移行したことを示 した｡

次に堆積構造の測定数と測定値を, 同一底面上および同一部層中において検討し, 各単位中の測定値の

標準偏差, 濃密度を求めた｡

特に槽曲軸の傾斜角と地層の傾斜角に関して測定値の補正について検討して測定結果を補正 した.

上述の解析結果次のように結論した｡

1. 地層の垂直的岩相変化 (部層単位) に対応 して有方向構造の集団は, それぞれ明瞭に方向を変えてい

る｡
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2. 田村川牟婁亜層群中には少なくとも四つの方向に集中する堆積構造の集団がある｡ それらの四つの方

向が示す流れの方向は, ほぼ北から, ほぼ西から, ほぼ東から, そして南東からの供給方向を示してい

る｡

3. これらのうち, ほぼ西からと, ほぼ東からの二方向の供給は, 地向斜における, いわゆる "L ongitu-

dinal supplyH を示していて, ほぼ北からと南東からの二方向は, いわゆる "lateral supplyH を示し

ていよう｡

4. 特に注目すべきは, 南東からの供給であり, これは太平洋側に供給源を考え得る可能性と示 して い

る｡

参考論文1,2は新第三系, 3,4,5は第 4紀層の層序 ･構造に関するものである｡ 6は四万十帯, 牟婁層群

の産出化石の時代について, 7は牟婁層群全体の層序と構造を明らかにしたものである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

地層を作っている堆積岩の成因や生成過程の研究には, 粒度組成, 構成粒子の研究の外に堆積構造の研

究が重要である｡ 特に地向斜を構成するプリッシ型の砂岩, 頁岩互層では, 砂岩の底面に保存される底痕

と呼ばれる構造が発達する｡ 著者は, 西南 日本外帯の四万十帯に分布する, 古代三紀～白亜紀のプリッシ

型互層に方向性を持つ底痕の発達している点に着目し, これを解析することにより, 当時の堆積物を運搬

した水流系を求め, 進んで供給源を推定することに努めた｡

先ず有方向構造を持つ底痕に flute casts, current crescent casts, frolldescent casts, bounce casts,

brush casts, groove casts を識別し, それらが一定の組み合わせを持つ集団を作ること, この集団は地

層の岩相に関連のあることを認め, またそれらの野外の産状から侵蝕と堆積が同時的に行なわれるという

従来の考えに対し, 侵食と堆積とに時間的間隔のあるいくつかの証拠を提示した｡ これらはいずれも底痕

の成因に関して重要な示唆を与えるものである｡ また, 厚さ3000m におよぶ牟鼻層群を 4 地域について,

底痕の方向性を統計的に解析した結果, 同一岩柏を示す地層単位で方向が高度に集中して い る こ と, ま

た, その方向には時/期的に明瞭に異なった 4 方向があることを明らかにした｡ 換言すれば牟婁層群堆積中

にその堆積物を供給した古水流は北方, 西方, 東方, 東南方からと変化したことを示した｡ そして東方と

西方は堆積物の longitudinal supply (地向斜の軸と平行した供給) であり, 北方と東南方は lateral

supply (側方供給) を指示していると結論した｡

調査した地域は地層の腐曲の著しい地域であって, 資料の処理には注意を要するのであるが, 復元の仕

方による誤差について検討し, また, 標準偏差や集中度についても検討し, 十分信頼のおけることを確か

めている｡

底痕による水流方向の従来の研究は個々の地点の観察に止まっている｡ 本論文のように, 資料の処理を

厳密にして, 時間的にも, 空間的にも大きい対象を総括的に検討し, 地質学的時間単位での, 古水流の定

方向性を確認し, その時問的変化を明らかにしたのは, 我が国では, 最初であると言ってよい｡ 特にある

時期には東南方向より堆積物の供給が行なわれたことを示し, 当時太平洋側に陸地の存在した可能性を指

摘したことは, 従来の常識を破るもので, 古地理学上大きな問題を提供したものとして高 く評価される｡
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参考論文 6 , 7 は主論文の基礎をなすもので, 1 - 5 の論文とともに新生代の他の分野の研究にもすぐ

れた能力を持っていることを示すものである｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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